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《修
士
論
文
要
旨
》

清
代
鳳
山
県
の
族
群
と
社
会
構
造

ー
漢
人
と
原
住
民
の
関
係
に
つ
い
て
ー

*

森

島

雅

治

今
日
、
現
住
台
湾
人
を

「
四
大
族
群
」
と
称
し
、
「本
省
人
」
、
「
外
省
人
」
、

「客
家
人
」
、
そ
し
て

「原
住
民
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、

一
七
世
紀
中
頃
の
オ

ラ
ン
ダ
統
治
以
前
に
は
先
住
民
族

の

「原
住
民
」

の
み
が
住
む
島
で
あ

っ
た
台
湾

が
、
何
故
に
こ
の
よ
う
な
構
成
と
な

っ
た
か
の
背
景
を
探
り
た

い
と
考
え
た
。

清
代
に
入
っ
て
漢
人
の
移
住
は
爆
発
的
に
増
え
、
原
住
民
は
押
し
寄
せ
る
漢
人

に
追

い
つ
め
ら
れ
て
山
間
部
に
逃
げ

る
か
、
或

い
は
し
だ
い
に
漢
民
族
に
同
化
し

て
い
っ
た
。
当
論
文
は
、
現
代
台
湾
社
会
の
原
点
の
ひ
と

つ
を
清
代
の
鳳
山
県

(現
高
雄
県
東
部
と
、
屏
東
県
)
に
求
め
、
「族
群
社
会
」
、
「農
地
開
拓
」
、
「商
業

発
展
」
、
「官
の
役
割
」
の
四
つ
の
視
点
で
当
時
の
社
会
構
造
を
探
り
、
そ
の
モ
デ

ル
化
を
企
図
す
る
も
の
で
あ
る
。

第

一
の
視
点

族
群
社
会

清
国
の
領
有
以
来
、
押
し
寄
せ
る
移
住
漢
人
は
爆
発
的
に
増
え
、
必
然
的
に
各

地
で
原
住
民
の
土
地
へ
の
侵
略
が
頻
発
し
た
。

漢
人
の
進
出
に
伴
い
、
原
住
民
の
中
で

「熟
番
」
と
呼
称
さ
れ
た
漢
化
が
進
ん

だ
グ
ル
ー
プ
と
、
漢
化
を
嫌
い
山
地

に
逃
げ
延
び
た
グ
ル
ー
プ
の

「生
番
」
と
に

分
け
ら
れ
る
事
と
な

っ
た
。
移
民
漢
人
も
出
身
地
に
よ

っ
て
、
「
閲
人
」
と
、
「輿

人
」
に
大
別
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
清
代
の

「四
大
族
群
」
に
よ
る
社
会
構
成
で
あ

る
が
、
各
族
群
は
そ
れ
ぞ
れ
相
容
れ
る
事
な
く
別
々
の
部
落
を
構
成
し
て
い
っ
た
。

こ
れ
ら
族
群

の
存
在
を
歴
史
的
に
辿
り
そ
の
ル
ー
ツ
を
探
る
事
を
第

一
の
視
点
と

し
た
。

第

一
一の
視
点

農
地
開
拓

農
業
が
社
会
基
盤
の
殆
ど
全
て
を
構
成
す
る
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
無
い

一
九

世
紀
以
前
の
台
湾
に
於

い
て
、
農
地
開
拓
と
漢
人
の
移
民
の
実
態
を
探
る
事
を
第

二
の
視
点
と
し
た
。

農
地
開
拓
に
要
す
る
労
力
は
地
理
的
条
件
に
よ

っ
て
大
き
く
異
な
り
、
他
部
落

と
の
土
地

・
水
利
を
巡
る
争
い
と
表
裏

一
体
で
あ
り
、
部
族
間

(或

い
は
部
落
間
)

で
の
抗
争
は
絶
え
る
事
が
な
か

っ
た
。

「開
拓
史
」
と
は
争
い
の
歴
史
で
も
あ
る
。
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第
三
の
視
点

商
業
発
辰

移
民
に
よ
る
漢
人
勢
力
が
飛
躍
的
に
増
大
す
る
な
か
で
、
必
然
的
に
商
業
活
動

が
活
発
化
し
た
。
産
物
交
換
を
中
心
と
し
て
始
ま

っ
た
小
規
模

の
商
売
は
、
米

・

茶
葉

・
樟
脳

・
砂
糖
等
を
商
品
と
し
て
本
土
に
運
ぶ
商
業
と
し
て
発
展
し
た
。
商

業
活
動
の
活
発
化
に
伴

い
大
資
本
家

が
、
経
済
の
み
為
ら
ず
政
治
に
も
影
響
を
与

え
、
政
経
の
癒
着
の
構
造
を
形
成
し
て
行

っ
た
。

一
方
で
、
経
済
活
動
の
末
端

で

は
、
番
社
に
出
入
り
す
る
通
事
や
番
割
等
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
ま
た
、
原

住
民
文
化
に
も
影
響
を
与
え
た
。

商
業
の
発
展
が
、
当
時

の
社
会
構
成
に
与
え
て
い
っ
た
影
響
を
探
る
の
を
第
三

の
視
点
と
し
た
。

第
四
の
視
点

官
の
役
割

清
朝
は
台
湾
経
営
に
つ
い
て
、
唯

一
治
安
維
持
に
重
点
を
置
い
た
以
外
は
総
じ

て
消
極
的
で
、
派
遣
さ
れ
た
官
吏
も

い
わ
ば
左
遷
状
態
で
あ

っ
た
。
結
果
と
し
て

派
遣
さ
れ
た
官
吏
の
中
に
は
蓄
財
が
目
的
化
し
、
豪
強
地
主
や
商
業
資
本
と
癒
着

す
る
者
も
あ

っ
た
。

以
上
を
簡
単
に
整
理
す
る
と
、
移

民
に
よ
る

「農
地
開
拓
」
は
更
な
る
移
民
を

招
く
と

い
う
ス
パ
イ
ラ
ル
の
起
点
と

な
り
、
人
口
増
は
自
然
発
生
的
に

「商
業
発

展
」
を
促
し
た
。
社
会
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
変
化
を
起

こ
す
と
こ
ろ
に
は
必
ず

「
利
権
」
が
発
生
し
、
そ
こ
に

「官
」

の
腐
敗
が
絡
み
合

っ
て
、
資
本
主
義
社
会

の
悪
し
き
部
分
で
あ
る

「富
の
分
配
の
不
公
平
」
が
生
じ
る
。
こ
う

い
っ
た
状
況

下
で
、
住
民
間
の
利
害
共
通
の
集
団
が
生
ま
れ

「族
群
社
会
」
を
構
成
し
て
い
っ

た
。
当
文
は
、
そ
の
よ
う
な
清
代
台
湾
を
解
析
し
、
今
日
を
映
す
鏡
と
し
て
あ
ぶ

り
出
す
事
を
目
的
と
し
て
い
る
。

当
論
文
の
主
要
な
論
点

清
代
台
湾
の
社
会
は
、
漢
人
と
原
住
民
、
或
い
は
各
族
群
同
士
間
に
於
け
る
対

立
と
共
生
の
モ
ザ
イ
ク
模
様
で
も
あ

っ
た
。
総
じ
て
消
極
的
で
あ

っ
た
清
朝
の
台

湾
経
営
の
中
で
、
唯

一
、
治
安
維
持
政
策
は
積
極
的
に
実
行
さ
れ
た
。
そ
の
代
表

的
な
例
は
、
乾
隆
十
年

(
一
七
四
五
)
に
福
建
布
政
使
高
山
が
示
し
た

「山
沿

い

の
平
地
に
熟
番
を
配
置
し
て
平
野
の
漢
人
と
山
地
の
生
番
の
間
の
緩
衝
装
置
と
な

し
つ
つ
三
者
の
分
離
を
図

っ
た
」
と
す
る
、
所
謂

「三
層
族
群
制
」
で
あ
る
。

今
日
の
学
説
の
主
流
を
為
す
の
は
、
桐
志
明
氏
の

「三
層
族
群
論
」
に
代
表
さ

れ
る
。
高
山
の
政
策
を
積
極
評
価
す
る
流
れ
で
あ
る
が
、
何
志
明
氏
は
、
三
層
族

群
の
概
念
を
、
官
側
が

「民
」
を
管
理
す
る
上
で
、
住
民
を

「漢
人
」
と

「熟
番
」
、

「生
番
」
と
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
落
の
地
理
的
配
置
を
定
め
た
清
朝

の
重

要
な
政
策
の

一
つ
で
あ
る
と
し
、
そ
の
結
果
熟
番
の
土
地
が
漢
人
の
手
に
流
出
し

た
と
し
て
い
る
。

移
住
漢
人
は
少
な
く
と
も

「
閏
人
」
と

「
輿
人
」

の
二

つ
に
分
類
さ
れ
る

が
、
閾
人
と
輿
人
は
単
な
る
出
身
地
の
違
い
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
階
層
と
し
て

一304一



52奈良大学大学院研究年報 第16号(2011年)

二
分
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
、
当
時

の
社
会
を
構
成
す
る
族
群
は
、

コ
一こ

で
は
な
く
、
「
四
」
で
あ
る
と
最
初
に
主
張
し
た
い
。

私
は
、
今
日
に
も
残
る

「客
家
部
落
」
の
地
理
上
の
位
置
は
、
殆
ど
の
場
合

「山
裾
」
に
あ
り
、
「
三
層
論
」
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
構
図
と
は
異
な

っ
て
い
る
点

を
次
に
指
摘
し
た
い
。

清
代
に
於
け
る
開
拓
農
地
に
お
い
て
、
開
墾
の
容
易
な
地
は

「熟
番
」
や

「
閏

人
」
が
住
み
つ
き
、
山
麓
部
の
荒
れ
地
に
は

「輿
人
」
が
住
み
つ
い
た
事
が
分
か

る
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
三
層
論

の
構
…図
で
あ
る

「官
」
が

「漢
」
と

「生
」

の
間
に

「熟
」
を
配
置
し
た
」
と
の
認
識
は
地
理
的
に
見
れ
ば
適
用
が
困
難
で
あ

り
、
も

つ
と
別
な
要
因
を
探
る
必
要
が
あ
る
。

例
え
ば
、
鳳
山
県
で
は
西
部
沿
岸
地
帯
に
は

「
閲
人
」
が
、
下
淡
水
渓
東
部
に

は

「熟
番
」
が
、
そ
の
東
部
の
山
裾
に
は

「輿
人
」
が
、
そ
し
て
山
間
部
に

「生

番
」
の
部
落
が
形
成
さ
れ
、
4
ス
ト

ラ
イ
プ
状
の
構
造
が
見
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、

先
行
移
民
の
閏
人
に
よ

っ
て
西
部
沿
岸
部
の
開
墾
が
な
さ
れ
、
そ
こ
に
住
居
を
構

え
た
閲
人
と
、
下
淡
水
渓
東
部
に
い
て
漢
人
と
の
接
触
が
多
く
漢
化
が
進
ん
だ

「熟
番
」
と
が
優
位
な
土
地
を
占
有
し
た
。
遅
れ
て
や
っ
て
来
た
輿
人
は
、
既
に

こ
の
段
階
で
は
開
墾
す
る
為
の
上
質
の
土
地
は
な
く
、
や
む
な
く
山
沿
い
の
荒
れ

地
で
の
開
墾
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
言
う
迄
も
な
く
、
そ
の
土
地
は

ど
う
見
て
も
上
質
と
は
言
え
な
い
地
域
で
あ
る
。

こ
の
配
置
は
先
着
順
と
は
言
え
、
明
ら
か
に
農
地
開
墾
の
容
易
さ

(農
地
の
豊

か
さ
)
の
順
で
あ
り
、
開
拓
地
の
質

が
生
み
出
し
た
豊
か
さ
の
差
の
結
果
、
閲
人

と
輿
人
と
間
で
の
深
刻
な
亀
裂
を
生
み
出
し
た
。
福
建
布
政
使
高
山
が
提
示
し
た

「治
安
維
持
の
見
地
か
ら
漢
人
と
熟
番

・
生
番
と
の
区
別
分
離
を
指
向
し
た
」
と

す
る
こ
の
概
念
の
存
在
は
、
「机
上
論
的
構
想
」
と
し
て
否
定
し
な

い
が
、
地
理

的
配
置
上
で
論
拠
を
失

っ
て
お
り
、
施
行
レ
ベ
ル
で
実
効
を
伴

っ
た
も
の
と
は
言

い
難
く
、
こ
の
点
で
何
志
明
氏
ら
の

閲
輿
を

一
括
の
漢
人
と
す
る

「三
層
族
群
論
」

は
、
無
理
が
あ
る

も
う

一
つ
は
、
農
地
開
拓
と
熟
番
地
権
に
関
す
る
も
の
だ
が
、
何
志
明
氏
ら
は
、

「熟
番
に
属
す
る
土
地
の
漢
人

へ
の
流
出
に
、
清
朝
政
府
が
政
策
的
に
加
担
し
た
」

と
の
認
識
を
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

私
は
、
官

の
植
民
地
経
営
を
支
え
る
産
業
発
展
は
、
資
本
家
に
よ
る
組
織
的
な

農
業
基
盤
整
備
が
そ
の
べ
ー
ス
に
あ
り
、
墾
戸

・
佃
戸
関
係
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

支
配
者
で
あ
る
墾
戸
と
被
支
配
階
層
で
あ
る
佃
戸
の
存
在
が
、
資
本
主
義
的
な
農

地
開
拓
の
加
速
と
、
漢
人
移
住
の
原
動
力
と
も
な
り
、
清
朝
政
府
は
そ
れ
を
追
認

し
て
い
っ
た
と
考
え
、
結
果
と
し
て
清
朝

に
よ
る
植
民
地
支
配
を
強
化
し
た
と
見

る
。つ

ま
り
、
桐
志
明
氏
の
主
張
す
る

「清
朝
が
明
確
な
意
思
で
台
湾
の
支
配
体
制

を
整
え
、
三
層
族
群
制
を
挺
子
に
熟
番
の
土
地
を
漢
人
に
流
出
さ
せ
た
」
と
言
う

よ
り
も
、
「官
の
支
配
体
制
の
維
持
が
目
的
化
し
、
結
果
と
し
て
商
業
資
本
と
結

び

つ
い
て
植
民
地
の
経
営
を
進
め
た
」
と
の
観
点
か
ら
、
「官
と
商
業
資
本
の
結

び

つ
き
の
結
果
と
し
て
熟
番
地

の
大
量
流
出
が
起
こ
っ
た
」
。

つ
ま
り
、
商
業
資

本
と
官
吏

の
癒
着
が
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
結
論
づ
け
た
い
。
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五
層
社
会
モ
デ
ル

当
時
の
社
会
構
造
を
、

で
描
い
て
み
た
。

五
階
建
て
デ
パ
ー
ト
と

エ
レ
ベ
ー
タ
の
よ
う
な
モ
デ
ル

四
大
族
群
の
分
類
は
、
単
に
民
族

の
出
自
を
基
に
し
た
概
念
だ
け
で
は
な
く
、

社
会
階
層
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
は
今
ま
で
に
も
述
べ
た
が
、
四
大
族
群
は
被

支
配
階
層
で
あ
っ
た

「
民
」
の
分
類
で
も
あ
る
。

一
方
で
、
政
治
的
支
配
階
層
で
あ
る

「官
」
は

「民
」
の
上
に
位
置
す
る
立
場

を
最
大
限
利
用
し
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使

っ
て

「植
民
地
」
台
湾
で
の
利
益
独
占

に
走

っ
た
。

つ
ま
り
、
官
吏
階
層
は
単
な
る
行
政
機
関
に
留
ま
ら
ず
、
経
済
的
に

も
支
配
階
層
に
属
し
て
お
り
、

一
つ
の

エ
ス
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
と
し
て
区
分
さ
れ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
当
時
の
社
会
構
造
を
閲

・
輿

・
熟

・
生
の
四
つ
の

族
群
に

「官
」
を
加
え
た

「
五
層
社
会
」
と
し
て
表
現
す
る
の
が
適
切
だ
と
考
え

る
。
そ
れ
で
は
、
互
い
に
相
容
れ
ず
独
立
し
た
存
在
で
あ

っ
た
五
層
間
の
疎
通
は

ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、

エ
ス
ニ
ッ
ク
的
に
分
類
さ
れ
た
各
階
層
は
互
い
に
相
容
れ
な
い
感
情
を

維
持
し
つ
つ
も
、
各
階
層
に
属
す
る
人
達
の
絶
え
ざ
る
欲
求
が
、
必
需
品
の
流
通

を
通
じ
た
商
業
活
動
を
発
展
さ
せ
、
多
く
の
移
民
の
生
活
を
支
え
る
と
共
に
、
結

果
的
に
こ
の
体
制
が
植
民
地
機
能
を
強
化
し
て
い
っ
た
の
は
間
違

い
だ
ろ
う
。

つ

ま
り
、
現
実
生
活
に
お
い
て
は
、
末
端

の
商
人
が
、
毛
細
血
管
の
よ
う
に
末
端
組

織

へ
の
補
給
と
、
各
層
間
の
接
触
を
媒
介
し
た
。
こ
れ
ら
通
事

・
番
割
等
の
末
端

商
人
が
、
住
民
間
の
反
発
感
情
と
物
品

へ
の
希
求
感
情
と
の
矛
盾
解
消
に

一
定
の

役
割
を
果
た
し
、
組
織
的
な
経
済
活
動
を
支
え
た
。
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